
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森こい倶楽部第 2回 宝蔵寺にて（撮影者：久野 正樹） 

 

 

■かながわジュニア・フォレスター教室 2018 

全 2 回の森に親しむプログラムです。森や川の探検

や自然観察、キャンプや林業体験など様々なプログラ

ムを森林インストラクターの資格を持ったエキスパー

ト講師陣がご案内します！小学生から高校生まで様々

な年齢層のジュニアが集い、共に遊びながら、自然に

ついて知り、アウトドア経験を高めます。全 2回の参

加者には「かながわジュニア・フォレスタープログラ

ム」修了証と修了ワッペンを贈呈！ 

第 1回「森で暮らそう」1泊 2日 

日 時：7 月 28 日(土) 9:00～7 月 29 日（日）17：00 予定 

場 所：足柄森林公園丸太の森（南足柄市広町） 

内 容：自然観察、林業体験、リバートレッキング、

キャンプ体験など 

費 用：5000 円 

第 2 回「森で遊ぼう」 

日 時：10 月 20 日(土) 9:00～16:00 予定 

場 所：県立秦野戸川公園（秦野市堀山下） 

内 容：自然観察、バウムクーヘンづくり、クラフト

制作など 

費 用：1,000 円 

対 象：小学 3年生～高校 2年生 

申 込：参加希望回とタイトル、郵便番号・住所・氏名・

年齢・性別・電話番号・保護者同伴の有無と人数を明記し「か

ながわトラストみどり財団みどり森林課」まで 

ハガキ：〒220-0073 横浜市西区岡野 2-12-20 

FAX：045-412-2300、Eメール：midori@ktm.or.jp 

ホームページ：www.ktm.or.jp からも申し込み可 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて 

「初夏の湘南 鵠沼・片瀬の身近な自然を訪ねて」 

 

＜下見＞  

日 時：6月 20 日（水）  

集 合：JR東海道線 藤沢駅改札口 10:00（※改札口

は一箇所） 

＜本番＞ 

日 時：6月 27 日（水）、30日（土） 

集 合：JR 東海道線 藤沢駅改札口 9:10（詳細は別

途連絡） 

今回は昆野が企画しています。  

会員の「神奈川の身近な自然を訪ねて」シリーズの

下見だけのご参加は、他の野外研修会等と同様に 500

円の参加費を負担してもらいます。 

（下見時の CONE 保険は適用しませんので、各自で何

らかの傷害保険・賠償責任保険にお入りください。） 

本番だけのご参加に関して参加費及び保険料の負担

はありませんが、一般参加者に関するお手伝い等をお

願い致します。 

 是非、本番にはご家族やご友人をお誘い下さい。  

 一般の方の申し込みは、参加コース名、参加年月日、

名前、住所、電話番号、高校生以下は学年を書いて申

し込みください。詳細はホームページをご覧願います。 

                   （昆野記） 

 

 

■室内勉強会「日本人の自然観」 

日 時：6月15日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：小池一臣氏（27年） 

参加費：500円 

概 要：日本人が抱いてきた、あるいは向き合ってき

た自然観と、生活・文化に深く結びついてきた四季折々

の植物に関して、「衣」、「食」、「住」の面から概

観してみました。日本人が、これまでいかに深く自然

とかかわってきたかについて、少しでも切り込めれば

と思った次第です。ご意見など、いただければと思っ

ております。（講師記） 

※資料準備のため、事前申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原秀敏 

メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 

電 話：090-2636-1381         （吉原記） 

 

★■四季の森公園「シダの観察」 

シダは数億年の歴史があります。花は咲きませんが、

その美しいこと、愛らしいこと・・・。シダの世界を

一緒に覗いてみましょう。特に、29 年の皆さんの参加

を期待しております。 

＜下見＞ 

日 時：6月10日（日）10:00～12:00 

＜直前下見＞ 

日 時：6月17日（日）10:00～12:00 

＜本番＞ 

日 時：6月17日（日）13:00～15:00 

集合場所：四季の森公園・北口管理事務所前 

リーダー：坂間 

サブリーダー：大倉、日比野     （坂間記） 

 

★■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

 6 月 2 日（土） 十二所果樹園 

 6 月 9 日（土） 東勝寺跡 

 6 月 16 日（土）建長寺回春院 

 6 月 23 日（土）大仏切通し 

 6 月 30 日（土）御谷山林 

 7 月 ７日（土）朝夷奈切通し 

 ７月 14日（土）北条常盤亭跡 

 ７月 21日（土）建長寺回春院 

活動予定 
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 ７月 28日（土）十二所果樹園 

〇覚園寺 

 6 月 21 日（木） 

〇その他のイベント 

 6 月 3 日（日）梅の即売会  

6 月 23 日（土）歴史ウォーク（座学） 

 7 月 ７日（土）歴史ウォーク 

 7 月 28 日（土）お話サロン 

 7 月 29 日（日）藍染め体験教室 

（廣瀬記） 

 

★■湘南の森 

日 時：6月 8日（金）、23日（土） 

    7 月 13 日（金）、28日（土） 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、

または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方はメールで吉井まで 

メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

湘南の森の活動報告、予定や写真は次のホームページ

をご覧ください。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として毎月第2金曜日と第4土曜日です。 

（吉井記） 

★■ヤビツの森 

日 時：6月 16 日（土）、23日（土） 

場 所：丹沢ヤビツの森 

作業概要：下草刈り、植樹の点検など 

参加ご希望の方はメールで吉井まで 

メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

（吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

6 月 9日（土）、24日（日）定例作業 

7 月 14（土）、22 日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6 日前

までに申し込んでください。JR橋本駅南口（マクドナ

ルド前）に集合して車での送迎になります。(菅原記) 

申し込み：「さがみの森事務局」 

メール：sagami@moridukuri.jp 

電 話：03-3868-9535、FAX：03-3868-9536 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希

望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前

にお知らせ下さい。 

メール：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp 

電 話：090-1542-2154  

6 月 2日（土）、18日（月）10:00～14:30 

7 月 7日（土）、17日（火）10:00～14:30 

集合場所：久右衛門邸      （田中（真）記） 

 

■山こい倶楽部第 44 回 

関東百名山の一つの石老山 

石老山の山腹には顕鏡寺というお寺があり、寺の号

は「石老山」。この寺号が山名の由来にもなっていま

す。この山には奇石が数多くあり多くの登山者を楽し

ませています。600 万年前に海底で形成されたと言わ

れているこの奇石の前に立ち、地球造形のロマンに浸

りましょう。また、ここには歌人「柳原白蓮」の墓も

あり、静寂に包まれたこの石老山で安らかに眠ってお

られることでしょう。石老山頂上からは丹沢主脈、富

士山を望むことが出来ます。石老山を下りた後は嵐山

を抜けて相模湖駅へ下山します。 

期 日：6月 30 日（土） 

集 合：JR 橋本駅改札口 8時 45 分（9時発のプレジ

ャーフォレスト行きのバスに乗ります） 

行 程：JR 橋本駅（バス）～石老山入り口～顕鏡寺～

石老山～プレジャーフォレスト～嵐山～JR相模湖駅 

＊下山は天気その他状況によってはプレジャーフォレ

ストからバスで相模湖駅へ出ます。 

歩行時間：約 5時間 

標高差：510ｍ 

難易度：一般向け登山 

持ち物：弁当、水、雨具、その他登山（防寒具など）

に必要な持ち物。 

担当：リーダー境さん サブリーダー久保さん 

＊中止の場合は参加予定者へ前日の 20時までに連絡

致します。 

※申し込みは 6月 28 日（木）までに境まで 

メール：sakaim@jcom.home.ne.jp (境) 

電 話：090-7812-9809 (境) 

                   （松井記） 
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■特別研修会「おやじ山ツアー春」 

日 時：4月 21 日（金）～23日（月） 

参加者：関孝雄(ホスト)、佐藤憲隆、瀬尾克己、久野

正樹、高橋恒雄、辻眞澄、久保典子、境実、山本明子、

角田昌司ご夫妻、渡邉英夫 

 

 毎年の新年会、

或いは総会時の

懇親会で、関さん

を始め複数のメ

ンバーからおや

じ山訪問を誘わ

れていました。今

年始めにこれまで勤めた会社を定年退職し、自分で思

い通りになる時間を作れることになったことをきっか

けに、漸くおやじ山訪問の機会を得ることができまし

た。 

 今回の参加者は関さんを除いて 10名。4月 21 日(土)

から 2日間が公式おやじ山の日程で、今年はオプショ

ナル・ツアーが 23 日(月)にも用意されました。天気

予報は 3日間とも雨の予報無し、事前の関さん情報で

はカタクリの花情報が殆ど無く｢今年は既に終ってい

るかも･･｣と道中、心配していました。4 月 21 日(土)

の 12 時過ぎに、

関越自動車道･

越後川口 SA に

自家用車乗り

合わせ又は新

幹線にて集合。

越後川口は、魚

野川が信濃川

に合流することが名前の由来とのこと。ここのサービ

スエリアは丁度、川の合流点を見渡せる高台で、天気

も良く、越後の山々を見回せる見晴らしの良い清々し

い場所でした。集合して間もなく、昼食の"へぎそば"

を小千谷のそば店｢福桝｣でいただき、直ちに川口木沢

にある｢朝霧の宿･やまぼうし｣に向かいます。荷物を

デポしたら、早速、カタクリの咲く近隣の山とブナ林

を地元の方に案内いただきました。ブナ林にはまだ残

雪が残り、ユキツバキもちらほらと咲いていました。

ユキツバキは、ヤブツバ

キよりも小振りな花を咲

かせており、オシベの軸

が黄色で見分けがつきま

す。神奈川には無いユキ

ツバキを見て、新鮮でし

た。 

 その後、えちご川口温泉の露天風呂で長距離ドライ

ブの疲れを癒し、「やまぼうし」での懇親会。その前

に関さんからおやじ山のレクチャーを受けました。花･

山の幸･生き物カレンダーも整備され、しかもカタク

リの開花と雪解けの関係の観察結果も披露され、おや

じ山での関さんの研究成果発表となりました。じっく

りと山に籠って周囲の自然を観察する、本当に憧れま

す。懇親会では、山菜のオンパレード、そして酒どこ

ろの越後ならではの酒が並びます。越淡麗の鶴齢、冬

季限定吟醸ふなぐち菊水一番しぼり、･･たまりません

(^o^)Y。 

 2 日目はメイ

ンイベント、お

やじ山探訪。地

元のお仲間2名

も参加して、長

岡市営スキー

場駐車場から

自然観察しながら、およそ 1.5km のハイキング。ただ

歩くだけなら 2～30 分程度の道を、タムシバやサクラ

の花、種々のスミレやイワカガミ、ショウジョウバカ

マ、イカリソウ等々に突っかかりながら、2 時間近く

かけておやじ山に到

着。おやじ山では、

足の踏み場も無い程

のカタクリに迎えら

れ、オオサンショウ

ウオの卵塊に驚きま

した。林内には、間伐した杉の切り株が 1m 程の高さ

で残っていて、不思議な感じでした。積雪時に間伐す

るため、伐採時は根元で伐っても雪解け後には 1m 程

も残るとのこと。が、雪の時期に間伐することで伐採

木の運搬や処理が楽だそうです。雪の殆どない神奈川

では考えられない智恵がありました。おやじ山は杉の

山林ですが、林床にはカタクリは言うに及ばず、スミ

活動報告 



JFIK 会報 2018 年 6 月号 

- 5 - 

 

レサイシンや雪割草(植えたものだそうですが･･)、水

芭蕉などが咲き乱れ、フクロウやムササビも生計を営

む、豊かな生態系がありました。 

お昼には再び山菜尽くしをおかずに、やまぼうしで提

供いただいたおにぎりを頬張り、帰りにはバッグ一杯

にコゴミやシイタケのお土産をいただいて、山を下り、

長岡駅にて公式日程を終えました。 

 さて、公式日程の後にも残ったメンバーはオプショ

ナル･ツアーが始まりました。長岡駅近くのホテルに

チェックインして、長岡市のアオーレシアターで長岡

花火大会の3D映像を楽しみ、越後料理と地酒の｢春六｣

で夕食を楽しみました。実は春六さんは定休日だった

そうですが、わざわざ我々のためにお店を開き、ご主

人自ら採集された山菜料理でもてなしていただきまし

た。長岡駅には長

岡市役所が直結し

ており、隅研吾さ

んの木を活かした

建築デザインに魅

了されます。 

 翌 23 日(月)は、午前中に雪国植物園を訪れ、シラ

ネアオイが咲き誇る中、時々ギフチョウが舞う越後の

春の草花園を楽しみました。丁度、園長もいらっしゃ

り、この植物園の成り立ちを解説していただきました

が、自分の関わっている丸太の森の運営との違いをま

ざまざと感じました。

これだけの面積の植物

園が、市営とはいえ、

ボランティアの手も加

わって見事に整備、維

持されていることを羨

ましく思いました。 

 午前中一杯を雪国植物園で過ごした後、へぎそばの

老舗｢小嶋屋｣で昼食の後、塩沢まで移動して、外山康

雄野の花館にて、外山画伯の植物画を観賞しながらお

茶をいただき、名残惜しくも 3日間のオヤジ山探訪の

幕を閉じました。神奈川の山野とは異なる越後の春を

感じる、充実した 3 日間でした。関さん、3 日間、本

当にありがとうございました。     （渡邊記） 

 

 

 

■森こい倶楽部―横浜第二回トライアル 

「寺尾城址を巡る」（鶴見区）、 

ワンテーマ：グミ 

日 時：4月 1日（日） 

コース：JR 大口駅→西寺尾丘の公園→松蔭寺→東寺尾

ふれあいの樹林→宝蔵寺→寺尾城址→馬場花木園 

参加者：17 名、山内、相原、大橋、梶浦、吉原、皆川、

大倉、戸田、河口、山路、瀬尾、西岡、當麻、小池、

廣川、久野、石川（案内人） 

概 要：晴天にも恵まれ、京浜工業地帯の中心である

鶴見、北西部の丘陵には自然が残されていました。寺

尾城址（現在は住宅地）周辺の、ふれあいの樹林・和

風庭園、古刹の名木古木、浄化された小川アメニテイ

などを巡りました。会員相互の自由闊達な観察の好奇

心でなかなか前進しませんが、気軽で楽しいものです。

横浜市内に源流のある入江川を遡り、西寺尾の丘に登

れば、市内を一望、みなとみらいの高層群が光ります。

松蔭寺にでは名木古木の、グミ・タラヨウなどに目が

集中します。 

 

松蔭寺・グミ 

東寺尾の樹林から、入江川アメニテイを楽しみ、宝

蔵寺にたどり着きました。ここには神奈川名木 100 選

の五色咲き分けツバキと谷戸の霊泉がありました。 

戦国時代の諏訪氏の居城である寺尾城址に上ります。

すっかり住宅街になっていますが、地形にその名残を

感じました。谷を越え、和風庭園が美しい馬場花木園

でお弁当を戴き、数々の樹花、草花を鑑賞しました。 

（久野記） 
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■室内勉強会 「つる植物・着生植物は興味深い!!」 

日 時：5月 18 日（金）18:00～20:00 

場 所：かながわ県民サポートセンター 

講 師：JFIK  吉原 秀敏 

参加者：大倉、大橋、片桐、梶浦、小池、坂間、清水、 

中澤、西岡、日比野、福田、三樹、皆川の 13 名 

 森を覆うように茂っている「マント群落」を構成す

るつる植物は、縄文時代から食物や生活用品として利

用され、近年では壁面緑化、緑のカーテン、ガーデニ

ング、工芸品としても利用されている。そのような身

近なつる植物の特徴と、着生植物についてお話してい

ただきました。 

（1）つる植物の利用の歴史 

 縄文時代早期の貝塚である佐賀県東名（ひがしみょ

う）遺跡から見つかった編みかごの材料にツヅラフジ

やテイカカヅラのつるが使われていた。大型の編みか

ごは、ドングリを入れ、水に浸して虫を殺したり、食

糧貯蔵用に使用されていたとみられる。 

（2）つる植物の特徴 

 茎を太らせる栄養分を伸長と葉にまわし、他の樹木

等を支えにして成長する。道管が太く、大量の水を先

端に送り込めるため成長が早い。 

（3）つる植物の進化 

 裸子植物から被子植物へと繁栄した陸上植物は、は

じめは木本が中心でその中から草本が進化してきた。

その木本と草本の隙間に割り込んで、光を確保するよ

うに進化してきたのがつる植物。 

（4）つる植物と樹木（宿主）との関係 

 樹冠まで覆い尽くし、光量不足で宿主を枯死、巻き

ついたつるが幹に食い込んで成長を妨げて枯死させる

寄生的なものと、樹冠に出ない片利共生的なものがあ

る。相利共生関係にあるものは今のところ知られてい

ない。 

（5）つる植物のいろいろ 

つる植物は、①つる（茎）で巻き付く、②付着根や

吸盤で張り付く、③巻きひげ、托葉、葉柄などを絡ま

せる、④寄りかかって上に伸びる などの方法で、他

の植物に自分の体を固定して伸びていく。 

（6）着生植物 

 樹木などの幹や枝に着いて生活するが、着いた植物

から栄養を吸収しない着生植物として、地衣類、コケ

植物、シダ植物がある。単子葉植物の着生植物にはラ

ン科のセッコクやカトレヤがある。    （皆川記） 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて  

「春の緑豊かな境川遊水池公園と横浜薬科大学の薬草

園などを満喫」 

 

日 時：5 月 23 日（水）くもり後小雨、26 日（土）

晴れ、10:00～15:00 

場 所：藤沢市・横浜市 

参加者数：61名（23 日 31 名、26日 30 名） 

スタッフ：田中（真）、菅原、山路、小池、大橋、久

野、鈴置、田川、松田、田口、瀬尾、山口（正）、坂

間、岡部（桂）、昆野の 15 名 

概 要：両日とも、朝 10 時に小田急線湘南台駅に集

合し、4班に分かれて出発。26日は晴れましたが、23

日は午後からあいにくの小雨となってしまいました。

湘南台公園ではセンダンの巨木を観察、珍しい八重咲

のドクダミにもお目にかかれ、はじめての方も多く喜

んでいただけました。 

境川では、オニグルミが早くも大きな実をつけてい

ました。川沿いには、カキネガラシ、コメツブツメク

サ、クスダマツメクサ、ナヨクサフジ、ワルナスビ、

マメグンバイナズナなどの外来種が、我が物顔にわが

世の春を謳歌しています。特にオオキンケイギクは、

特定外来生物で、要注意外来種ワースト 100 に指定さ

れているにも関わらず、あちこちで群落を作っていま

す。 

 

       境川の河川沿いで 

 

 それでも、河川沿いの散策は心地よいものです。し

らさぎ橋を渡り、広大な境川遊水地公園の中央越流堤
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を抜けると、アレチハナガサが群落を作っていますが、

ほどなく昼食の場所・天王森泉公園に到着です。 

 天王森泉館は、明治期に建てられた市内に残る唯一

の製紙関連遺構で、裏庭の「野の花苑」や「湧水の森

（わさび田）」では、珍しいハルザキシュウメイギク

やオオハンゲをはじめとして沢山の花々を観察するこ

とができました。観察後は、俣野公園を経由し、横浜

薬科大学を目指します。 

 

     野の花苑のわさび田の観察 

 

 旧ドリームランド（遊園地）の跡地に設けられた俣

野公園の木々を観察しながら進むと、横浜薬科大学の

正門に到着します。 

 横浜薬科大学では、校舎内を見学させて頂いた後、

薬用植物園と展望ラウンジの 2班に分かれました。薬

用植物園では概要を説明していただき、園内や温室の

珍しい薬草を観察。21 階の展望ラウンジでは 360 度の

パノラマを満喫しました。 

  

横浜薬科大学薬草園の見学 

 

 帰りは横浜薬科大学バス停で解散し、戸塚駅、大船

駅、藤沢駅方面及び湘南台駅方面に向かいました。 

                   （小池記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて～花の不思議」 

日  時：5月 20 日（日）13:00～14:30  晴 

場  所：県立四季の森公園 

参加者数：一般 40名、公園関係者 1名 

スタッフ：11名 

 

概 要：寒冷前線が抜け、大陸の高気圧に覆われ、と

ても爽やかな晴天となり、公園は、大変多くの来園者

で賑わっていました。そのような中、40名と多くの方々

に参加していただき、楽しく観察会を実施することが

できました。 

チーフリーダーの鈴置さんから、「花の色素」、「花

のつくりのいろいろ」等について全体に説明があり、

その後、3 班（鈴置班、小池班、日比野班）に分かれ

て、「はす池」、「あし原湿原」を回るコースで観察を

行いました。各班、参加者が 10 名を越えましたが、

みなさん、メモを取りながら熱心に観察をされていま

した。 

  
鈴置班の様子 

 

前半は、萼や花弁が無く、4 枚の苞葉が花弁に見え

ているドクダミから観察がはじまりました。ちょっと

食べるのは早い実を付けたヤマグワでは複合果と集合

果の違い、ネムノキが漢字では合歓木と表される理由、

きれいな花を咲かせ始めたスイレンでは、気孔が葉の

表面にあることの理由、雑木林でよく見ることができ

るクヌギとコナラの見分け方、同じクルミと名の付く

ヒメグルミとシナサワグルミの違い等々の説明があり

ました。途中、センダン、ムクノキ、アレチギシギシ、

スイバ、ミツバウツギ、アメリカフウロ、ナルコユリ、
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ヒメコウゾ、ヌルデ、ハンゲショウ等を観察しました。 

  

小池班の様子 

 

 短い休憩の後、ミズキの仮軸分枝の説明から後半の

観察をスタートしました。葉はクヌギに、また、樹肌

はコナラに似ている木を観察しながら、樹種をみなさ

んで考えました。クリでした。また、実が付く雌株と

付かない雄株に分かれるキブシでは、雄株をみなさん

で探しました。サンシュユの実は、強壮及び滋養作用

があるそうです。ハナイカダの雌株に付く実が、人の

手が届く範囲でほとんど残っていないことが分かりま

した。最後に、シランを観察しながら、蜜を持たない

シランが、虫に花粉を運ばせる方法を考えました。 

  

        日比野班の様子 

 

今年は花の咲く時期が早く、やや、花が寂しかった

ですが、リーダーの周到な事前準備と、多くの JFIK

会員によるサポートにより、参加者の皆さんには 2 時

間余りの観察会を十分楽しんでいただけたのではない

かと思います。             （大橋記） 

 

 

■四季の森 

里山アカデミー「2018 年野草ガイド入門講座第 1回」 

 

日 時：5月 6日（日）10：00～15：00 

場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：受講生 23 名（1 名欠席）、中村所長、小野澤

パークコーディネーター、JFIK 品川 

概 要：石の上にも三年という意気込みでスタートし

た「野草ガイド入門講座」が 3 回生の受講者 25 名を

受け入れることになりました。わずかですが受講生は

増え続けています。講座の時間割はスタート時と変わ

っていないのですが、配布資料には、この間に 3 月 3

日に「第 24 回市民環境活動報告会」で発表した「二

つの自然観察ガイド育成講座を始めました－神奈川県

立四季の森公園 里山アカデミーの概要－」やタウン

ニュース 4 月 12 日緑区版に載った記事も併せて配布

し、紹介しました。 

 
室内の座学の光景 

  

午前中の中村所長の「講座説明」では沢山の植物フ

ァンが増えてくれることを願っているという決意表明

がありました。続いて品川が「公園ボランティア活動

のすすめ」を説明しました。このパワポを紹介すると

トコロジストを提唱した故・浜口哲一先生の精神は、

脈々と今も生きていることを実感させられます。引き

続いて小野澤さんから「四季の森公園自然概論」の解

説のあと、受講生から受講の動機などをそれぞれ発表

してもらうと、やはり植物のことをもっと詳しく知り

たい、孫に植物を教えてやりたいという希望が多かっ

たのは驚きでした。 
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園内でオオバコの解説中 

 

午後には園内に出て、カツラ、ケヤキ、ミツバウツ

ギ、オオバコなど手当たり次第に目にする植物を解説

をしましたが、欲張って紹介したため言葉足らずの部

分や解説の声が拡声器を使ったにもかかわらず、列の

後ろまで届いていなかったことに終了後のアンケート

で知ることになりました。次回はこの辺りの改善をし

なくてはと思いました。園内観察の最後は、バナナ臭

で紫色の花を付けたカラタネオガタマの匂いをかぎ、

遠回りしてワニグチソウ観察して終了しました。 

 

園内でケヤキの解説中 

 

 今回解説した植物は、カツラ、ケヤキ、オオバコ、

カラスビシャク（カラスビャクシにならないように）、

ヤマボウシ、ドクダミ、ハンショウヅル、ヤブデマリ、

キンラン、ギンラン、タチアオイ、オカトラノオ、ミ

ズキ、クマノミズキ、ワニグチソウ、カラタネオガタ

マなどでした。            （品川記） 

 

 

 

■特定植物キンポウゲ科の植物の観察会 

日 時：5月 12 日（土）13：00～14：30 

場 所：県立四季の森公園 

参加者：一般 21 名、スタッフ 2名（日比野、福田）、

公園 2名。 

 池、葦原の周りを 2 班に分かれて逆方向で回りまし

た。班の人数はあまり多くなく、まとまった感じで観

察会を進めることができました。参加者には詳しい方

もいて、程よく質問や解説を加えていただいたりで、

和気藹々と観察会は進んで行きました。 

  

リーダーの説明でスタート 

 

 初めに、リーダーがキンポウゲ科の配布資料の概要

を話して、早速観察が始まりました。まずは、なんと

か1本だけ花が咲いているウマノアシガタの説明です。

黄色の花弁が輝いていることや、キンポウゲの名の起

源などからスタートです。 

 セリバヒエンソウの花の構造、ヒメウズの実、ケキ

ツネボタンの雌しべと実の作り、センニンソウの葉を

確認しボタンヅルとの違い、跡形もなくなったニリン

ソウやセツブンソウ、フクジュソウ、キクザキイチゲ

からスプリングエフェメラルに思いを馳せ、アキカラ

マツがマツカゼソウに風情が似ていること、そしてト

リカブトの毒などの説明で観察会は進み盛り上がりま

した。 

 クレマチスが 1本咲いており、園芸品種にも話しが

及びました。少し、山を登ったところに、ウグイスカ

グラに絡まったハンショウヅルが実を付けており、セ

ンニンソウに似ていることを確認しました。 
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      ハンショウヅルを確認した 

 

 以上のキンポウゲ科の植物以外には、ミツバウツギ

の実の形、キブシの実、ハナイカダの実、ヤマグワと

ヒメコウゾの葉や実の区別、今が盛りのヤマボウシの

花、フタリシズカの花、終わりかけのカラタネオガタ

マの花、エゴノキの花と落ちている花、かわいいナル

コユリの花などを観察しました。 

 

 

途中の様子 

 

参加者の皆様が話題を提供してくれたりで、時間一

杯まで盛り上がり楽しい時が過ぎていきました。最後

に、この日に話題になったキンポウゲ科の仲間の名前

を確認して終了となりました。    （福田記） 

 

■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

日 時 5月 12 日（土） 

場 所：泣き塔 

参加者：15 名（JFIK 黒川、松尾） 

 最近この史跡“泣き塔”も知る人も多くなり地元の 

皆さんを中心に定期的に清掃活動をやる。今日は泣き

塔の周りの草刈り、灌木、タケの整理、フェンス周り

のつる植物の除去を行いました。 

日 時：5月 19 日（土） 

場 所：十二所果樹園 

参加者：18 名（JFIK 黒川） 

6 月 2 日(土)に梅の収穫、翌日 3 日に販売です。収

穫に備え木の下の草刈りを行いました。今年の状況は

あまり良くない感じ。昨年は 500 ㎏位でしたが今年は

どうでしょうか？ 

草の中にヤマユリ、ナルコユリ、ホウチャクソウが大

きくなってきました。 

 

日 時：5月 24 日（木） 

場 所：覚園寺 

参加者：5名（JFIK 黒川、椎野、広瀬、松尾、山路） 

此のところの気温高のせいか草の成長が早いです。

夏までに１回刈っておくと夏の刈りが楽ですのでサク

ラの植樹地、タケが進出する斜面の草刈りと竹の整理

を行ないました。草はほとんどがカラムシ、カナムグ

ラも伸び始め思いやられます。長く伸びたタケノコは

簡単に折れ楽に処理できます。まだ短いタケノコもあ

り頂きました。ハチクやマダケのタケノコはあくも少

なくおいしいです。 

  

日 時：5月 26 日（土） 

場 所：光則寺 

参加者：15 名（JFIK 黒川、松尾、広瀬） 

このところ気温が低目でしたが今日は暑くなりそう

です。3 班に分かれ斜面のアジサイ周り、奥の墓地上

のササ刈り、マダケの藪の手入れを行いました。今日

は女性の参加が多く６名が鋸、鎌をふるってササを刈

ったりタケを切ったり、大活躍。このお寺は知る人ぞ

知る花の寺として女性にも人気の寺で今ヤマアジサイ

の見頃、多くの人が鎌倉一のコレクションを楽しんで

いました。               （広瀬記） 

〇その他のイベント 

お話しサロン 

日 時：5月 26 日（土） 

演 者：酒井忠司さん（森林インストラクター） 

演 題：“電子地図で空から散歩してみませんか” 

お話を伺い、改めて電子機器による市民生活への情
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報の多様化、その進歩の速さに今更ながら驚かされま

す。まずはグーグルアースなどネットを使い鎌倉の上

空から俯瞰し、会場、鎌倉生涯学習センターを東西南

北より眺めます。3Dでカラー、まさにヘリコプターに

初めて乗った気分です。ある参加者からピサの斜塔が

見たいとの要望が何と名前を打ち込むだけでイタリア

のピサの斜塔の上空へ到達出来てしまいます。 

人はつい先日までトンビの様に空をゆっくりと滑空し

ながら地上を見下ろせたらどんなにいいだろうと思っ

ていたのですが。酒井さんは又お住まいを取り巻くみ

どりの保全、生活への効用など長年取り組んで居られ

るようで、その植相の管理、改善にも位置情報など活

用されている様です。現代社会の中で最も進んだ電子

機器を活用しつつ、樹木、土など人類の根源的なもの

に携わる理想的な生活とお見受けしました。（花本記） 

 

■湘南の森 

5 月 11 日（金） 10：00～15：30 

天 候：晴 

参加者：13 名、内 JFIK 会員 3名 

 

活動概要 

初夏に入って雑草が茂りだしました。植樹に絡みつ

くつる草、ササ、アオキなどの低木を整理しました。 

 

5 月 26 日（土） 10：00～15：20 

天 候：晴 

参加者：15 名、内 JFIK 会員 4名  

 

   
下草刈り作業（取材班撮影） 

         

活動概要 

下草刈りやつる草の除去など、植樹地、幼樹の整備

を行いました。アジサイが芽を楽しませてくれます。 

東海大学文学部制作集団「東海スタジオ」による取

材がありました。          （吉井記） 

 

■名瀬谷戸の会 

写真を中心にして作業状況などをお知らせします。 

作業1回目 

日   時：5月5日（土）10:00～15:00 

参 加 者：39名（JFIK15名、一般20名、横浜メダカの

会4名） 

作業内容：5班に分かれて実施 

ゾーン６のモウソウチク皆伐作業、ピザ窯周辺のモウ

ソウチク保全管理作業、希少種株数確認作業、ピザ窯

の東屋作り作業、及び水生生物調査（メダカの会） 

 

この日の参加者 

 

作業 2回目 

日  時：5月 21 日（月）10:00～15:00 

参 加 者：24名（JFIK15 名、一般 9名） 

作業内容：3班に分かれて実施 

メダカ池周辺とゾーン６のモウソウチク伐採、ピザ窯

の東屋作り 

 

 

ゾーン 6での作業 

（福田記） 
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■合同研修会（茨城、千葉、埼玉、東京、神奈川） 

日 時：5月 12 日（土）、13日（日） 

場 所：筑波山、平沢官衙遺跡他／茨城県つくば市 

天 気：12 日晴、13 日曇り後雨 

参加者：神奈川会（中澤、菅原、品川、吉原、久野、 

鈴木、杉山（茨城との連絡係））7名 

    茨城会 8名、千葉会 3名、埼玉会 2名、 

東京会 1名         合計 21名 

概 要：合同研修会は 5回目で、今回は新しく茨城会 

に参加と案内を依頼したところ、快く引き受けて頂き、

日程も GW 後の土日で決定。茨城会の山口さんが詳細

な計画を作り、何度も下見して準備してくれた。懸念

された天気、1 日目は晴で登山観察を楽しんだ。2 日

目は、曇りで昼前後から雨がパラつき、後雨に。 

 

1 日目：5月 12日（土）筑波山つつじが丘 10 時半集 

合→おたつ石コース登山→弁慶茶屋跡昼食→女体山頂 

→御幸ヶ原→男体山頂→立身岩→登山ケーブル→筑波 

山神社→「筑波ふれあいの里」宿泊         

 つつじヶ丘に電車・バス組と自家用車参加者が一同 

に会して、資料配布、挨拶、自己紹介、コースの説明、

安全体操等を実施。その後 A～Dの 4班に分かれ、A～

C 班は山口さんの先導で登山。D 班は品川さんと茨城

会の石黒さん 2人で、無理をせずロープウエイで女体

山に上り御幸ヶ原で合流とした。 

    

       岩の登山路を急登 

 

今年は季節の進みが早く、山一面のつつじが終わり

に近づいていたが、急な階段や岩を登るに従い、眼下

に緑の樹木や眺望が広がる。足を止めて珍しい花、ツ

クバネウツギ等を同定しながら上がる。土曜とあって

多くの人を先にやりながら進む。汗をたっぷりかいた

ところで、弁慶茶屋跡に到着し昼食。女体山頂が望め

る。登りを続けると大きなスギの切株が。年輪を見る

と八百年？筑波山は筑波山神社の境内として古くから

信仰の山で、スギが多く植えられている。弁慶七戻り、

高天原、母の胎内くぐりなどの奇岩が続く。筑波山は

火山ではないが、地下でマグマが固まってできた深成

岩が地殻変動で隆起して地表に現れている等説明を受

ける。さらに上るとブナ平と呼ばれる尾根に出る。両

側にブナの原生林が残っている。茨城会員で筑波を愛

する方々はつくば環境フォーラムというNPOに参加さ

れ、3 年にわたって他の環境団体と共にブナ全木の戸

籍つくりをした結果ブナとイヌブナで約9千本あると。

さらに北斗岩や大仏岩横を急登すると、女体山神社裏

にある岩盤状の女体山頂 877ｍに到着。ロープウエイ

で上がってきたお年寄りや小さい子たちもいて、狭い

ので交代で立ち、眼下を一望する。 

    

       女体山頂（877ｍ）に立つ 

 

そこから尾根道を、草花、ブナ、ミズナラ等の樹木

を観察しながら御幸ヶ原に下る。D 班の二人と合流。

二人は女体山頂から御幸ヶ原迄時間をかけて観察と、

会話を楽しんだ後、御幸ヶ原から少し下がって、推定

樹齢 800 年の紫峰杉の大木、樹齢 200 年弱の古木を見 

る。そこで記念撮影実施。 

    

      ブナの古木を背に記念写真 

次に男体山山頂へ上る。男体山神社に参拝。ホシザ
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キユキノシタやツクバネ、ブナの結実等も見る。男体

山下の立身石を巡って眺望を楽しみ下山。ケーブルカ

ーで筑波山神社に降りて参拝。珍しいマルバクス、神

社の御神木のスギを眺める。ここで千葉会の別の観察

会に参加後、「つくばふれあいの里」の夕食・懇親会

より参加される森田さんと合流。宿泊予定者全員で、

車に便乗して宿舎に。宿にした「筑波ふれあいの里」

は、つくば市市営の宿で、つくば市在住者やつくば市

にある職場に勤めている方が一人いると全員が 1 泊 2

食入浴込みで4千円との事。幸い茨城会の深山さんが、 

つくば市にある森林総研にお勤めで該当した。汗を風 

呂で流してまずはビール。夕食の宴会ではビールで乾 

杯後、地酒の「男女川-みなのかわ」も入り、参加者

の得意な分野のトークで盛り上がる。食後大きな部屋

に移動し懇親会。森田さんが持参の美香酒（58度）や

ヤマモモ美酒など、多くの持ち込み酒を頂き大盛会に。 

疲れで早く寝た方も含め、宿の規定の 22 時を全員守 

って、早めの就寝となった。 

 

2 日目：5月 13 日（日） 「つくばふれあいの里」→ 

自家用車相乗り→平沢官衙遺跡→筑波実験植物園→ 

昼食（弁当）→植物園出口 13時半解散 

 前夜早く寝たこともあり、早起きの方は宿を出て野

鳥観察や散策を楽しむ。朝風呂は 6時から。二日酔い

も覚める。朝食をとった後、車に分乗して山麓にある

「平沢官衙遺跡」へ。今から千年以上前の奈良・平安

時代の筑波郡の役所跡と。昭和55年の国史跡に指定、

平成 15 年、多くの遺構の内、校倉、板倉、土壁双倉

の 3 棟が復元された。ビデオを 30 分見てから、建屋

を見学。筑波山の雄姿をバックに往時が偲ばれる。 

  

     平沢官衙遺跡（土壁双倉）前で 

 

次に「筑波実験植物園」に向かう。国立科学博物館

が研究を推進するために設置した植物園。東京ドーム

4個分の広さにいろいろなゾーンと研究・展示・標本・

温室など。幸い茨城会員の平岡さんがボランティアガ

イドを長年務められていて、効率よく案内して頂いた。

最後に園内でつくば市の弁当を賞味した。今後の合同

研修会について意見を頂いた。今回お誘いしても、会

の別イベント等で参加できなかった福島会、栃木会、

宮城会等にも連絡して関東合同研修会として年 1、2

回実施出来たらと。時期や場所を早めに連絡、他の行

事と重ならないようにして、参加者を増やしては等。

おりしも雨がパラツキだし、植物園入り口前で散会し

た。なお今回の研修会について、感想や写真を多くの

方から頂いたので、まとめてみたい。 

・茨城会は村田会長以下 8 名が参加。皆さん各班の案

内等で協力を頂いた。特に筑波を知り尽くしている山

口さんが下見を繰り返し、詳細な資料つくりと、資料

の準備、配布をしていただき全員で感謝した。 

・神奈川会も遠いところ、着くのに 4時間近く要した

が中澤理事長をはじめ、足の懸念をおして参加の品川

さん、ヨーロッパから帰国し時差ぼけ状態で参加され

た鈴木康弘さん等協力を頂いた。研修担当の松井さん

は足の手術が入り参加できず残念だったが、連絡等で

配慮頂き、感謝したい。 

・千葉会、埼玉会、東京会の参加が少なかったのは、

すでにイベントが決まっていたため、参加が最少に留

まったとの事。今後は予定を早めに決めて、連絡が必

要と思われる。 

・筑波山や、実験植物園の珍しい植物の知識が得られ

たとの事で、再度訪れたいとの希望も聞かれた。また

次回以降、森林総研や北茨城（五浦、八溝山辺り） を

訪れたいとの希望も出ている。     （杉山記） 
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29 年 片桐 和彦  

 29 年の片桐和彦です。よろしくお願いします。自分

も登山を趣味にしている一人なのですが、若い時は日

本赤十字社の水上安全法指導員としての講習会活動や、

スキューバダイビングのツアーや講習のアシスタント

などをして、いつも海に通っていました。ところが結

婚すると、妻が全く泳げない。そうすると家族で海水

浴に行っても、子供より妻が溺れていないか心配で気

になって仕方がない。こんな経緯で、海から山に方向

を変えて家族で登山を始めて、早いもので 20 年以上

が経ちました。今では、夏山だけですがテントを担い

で妻と二人の縦走登山をシーズンに 2〜3回楽しんで

います。 

   

槍ヶ岳を見ながら縦走中 

 

 そんな中で景色を楽しむだけでなく、森林のことを

考えるようになったきっかけは、10年ほど前になるか

と思いますが、丹沢に登った時に目の当たりにした間

伐されたスギやヒノキが放置された無残な光景だった

ように思います。新潟生まれの父は、家屋や家具に使

われている木材のことを何かと小さい自分に対して説

明してくれていました。何を教えてくれたのかあまり

覚えていませんが、そんな経験が使われもせずにその

まま朽ちていくような姿の間伐材を見て、日本の森林

はこんな悲しい状況なのか、と感じさせたのだと思い

ます。 

 もう一つのきっかけは、真鶴半島に家を持ったこと

でしょうか。念願であった、ワンちゃんを家族に迎え

入れて、真鶴の「お林」の散歩を楽しむようになりま

した。巨木が多く、中に入ると街中とは空気が一変す

るお林を愛犬と散歩するのは最高の贅沢ですが、今度

は松食い虫によるクロマツの立ち枯れ、台風直撃によ

り頻発する倒木、アズマネザサの繁茂やモウソウチク

の侵入など、お林に親しめば親しむほど「お林」の健

康状態が気になってきました。そんな時に、日本経済

新聞の記事で森林インストラクターという資格がある

ことを知って、会社生活も終わる年齢に近づいてきて

いたので引退後に活動できないだろうか、と思って受

験しました。 

 ご存知の方も多いと思いますが真鶴半島の先端は照

葉樹林になっており、なんでこんな小さな半島の先端

にクロマツやクスノキの巨木が多いのだろうと驚くよ

うな立派な「お林」になっています。江戸時代の小田

原藩の植林から始まって、御料林や魚付き保安林に指

定されたことが今のお林を形成してきたと言われてい

ますが、現在では計画的な保全活動はされてなく、場

当たり的な伐採で枯枝落下などによる観光客の事故を

未然に防ぐ努力程度しかされていません。 

  
真鶴半島「お林」の木々 

 

 何かできないかという思いから、真鶴半島自然保護

協会という NPO に参加しているのですが、現状は限ら

れたエリアでササ刈りを行うなど、地道な活動にとど

まっています。これからは森林インストラクターの仲

間入りができたことから、少しずつ知識やスキルを身

につけて、徐々に活動領域を広げたいと思っている次

第です。今はまた週 5日働く生活をしてしまってなか

なか活動に参加できず、5月になっても進歩がありま

せん。来年も新人と一緒に研鑽していかないとダメか

なと感じながら、一歩ずつ進んでいきたいと思ってい

ます。 

※次号（7月号）のリレーエッセイ執筆は、 

29 年の河岡 裕さんの予定です。 

リレーエッセイ 



JFIK 会報 2018 年 6 月号 

- 15 - 

 

 

 

「目からウロコの自然観察」 

 

唐沢孝一著 

中公新書 2018 年、本体 1,000 円＋税 

著者の HPを先回りして覗いてみると、この本が 100

冊目の著書で、HPには正誤表や新聞読書欄に載った書

評が再録されている。 

http://www.zkk.ne.jp/~karasawa/u-bird.html 

従前の著書と比べてみると、植物以外の昆虫や野鳥

の観察記録が丁寧に記載されている。なかに「オート

ライシズム」という言葉を知ることができた。「鳥が

動物や人間の活動を積極的に利用して利益を得ること」

と説明があり、シラサギの仲間が先を争って稲刈りコ

ンバインの後ろに付いて回り、巧みに餌にありつく写

真が載っている。ここでも著者は嘴の長さや構造から

考察することを忘れていない。この他にもヒガンバナ

の開花時期や引っ付き虫の機能を4つに分類してみた

り、ツユクサの花の構造を調べてみたりと、科学的な

思考は楽しく感じられて、あっという間に読み上げて

しまった。前書きに著者が自然観察で注意している 3

項目があった。 

第 1 好奇心を持ち自分の目で観察すること 

第 2 観察の視点を変えて見てみる 

第 3 その生物の立場に立って観察してみること 

一押しは著者の奥方が描かれた季節ごとのカットを絶

賛しておきたい。                      （獺） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月間ブックレビュー 
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会員異動 

＜5月度の会員異動＞ 

5 月 31 日現在会員数 163 名 

 

月例会を開催しました 

日 時：5月 25 日(金) 18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 12 名、監事 2名、会員 2名  計 16 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員 

には、会報に同封してお送りします。 
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編集後記 

 

5 月は例年になく暑い日が続きまし

た。「森こい」が第 3 回目を実施し、

軌道に乗ってきました。(小池) 

 

今年は花の開花などが例年に比べ

てとても速いですね。初夏の花を見

逃さないようにしなくては！(松山) 

ボダイジュ(2017.6.14 川崎市多摩区) 
 

コバノカモメヅル(2017.6.14 生田緑地) 
 

トケイソウ(2017.6.25 川崎市多摩区) 
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森こい倶楽部

湘南の森）定例作業

月例会

自然を学ぼう）　海浜植物

日月 火 水 木 金 土

日

湘南の森）定例作業

2ヶ月 予 定 表　 2018年5月27日～2018年7月29日
月 火 水 木 金 土

名瀬谷戸の会
鎌倉）十二所果樹園

湘南の森）定例作業
鎌倉）大仏切通

四季の森公園）特定植物 ユ
リ・ラン

四季の森公園）下見

自然を学ぼう）　樹木の生態 身近な自然を訪ねて）下見 室内勉強会 四季の森公園）特定植物 コケ
ヤビツの森
鎌倉）建長寺回春院

四季の森公園）シダの観察

さがみの森）定例作業
鎌倉）東勝寺跡

名瀬谷戸の会
鎌倉）朝夷奈切通

四季の森公園）四季守マスター塾
さがみの森）定例作業

名瀬谷戸の会

身近な自然を訪ねて（1/2） 月例会 身近な自然を訪ねて（2/2）
鎌倉）御谷山林
山こい倶楽部

森こい倶楽部

名瀬谷戸の会 室内勉強会 鎌倉）建長寺回春院

湘南の森）定例作業
鎌倉）十二所果樹園
鎌倉）お話しサロン

四季の森公園）四季守マスター塾
さがみの森）定例作業

四季の森公園）特定植物 コケ
さがみの森）定例作業
鎌倉）北条氏常盤亭跡


